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緒

結核感染個体の組織培養に際し一定量の旧ツ

ベルクリン(OT)を添加すると，組織細胞の

特異的な発育障碍が惹起されるというRich-

Lewis'),Aronson2)等を始めとする多くの人

の々主張に端を発して,Favour等3)~6)は結核

感染個体の白血球がinvitroでOTにより溶

解される現象を観察した．その後多数の追試者

7)~22)が此の現象を確認したが，一方否定する

人23)~25)もない訳ではない．

そこで私達は健常モルモットと人型結核菌

H37Rv株死菌流動パラフィン浮瀧液で感作し

たモルモットの全血にOTを添加した場合の白

血球の減少率を各種条件下で比較検討した処，

全血にその1/4容量のOT(1:1～1:500)

を加え,37｡C,1時間放置した後の白血球の減

少率は，両者間で顕著な差があって健常モルモ

ットでは10％以下，感作モルモットでは10％を

遥かに越えるという結果が得られた．以下その

成績の概略を述べる．

実験方法

1実験動物：健常モルモット及び型の如く作製したの生理的食塩水で行う）及びpH7.0の生理的食塩

H37Rv株死菌流動パラフィン浮瀞液(10mg/ml)水0.1ml宛を入れて軽く反転混和する。直ちに生理

（以下死菌流バラと略記）で前処置(1m1,1回皮的食塩水加試験管内の白血球をトーマ氏計算盤を用

下注射）したモルモットで，何れも体重は5009m いて算定し，これを対照白血球数とした．次いで各

前後のものを使用 した．試験管を孵卵器中に保ち，各々1，2，3時間毎に

2旧ツペルクリン(OT):H37Rv株のソートン 白血球数を算定した．なお算定は2回行って平均値

培地8週培養濾液より型の如く調製した．を求め，溶解による減少率（4）は次式によって計

3白血球数算定法：心臓穿刺により1,000倍へパリ 算した．

ン液1容に対しその10倍量の血液を採り直ちに混和

4-('--"f間における白峨数)×100%する。小試験管6本に前記へパリン加血液0.4ml宛対照白血球数

分注し，更に各々の試験管に夫々原液，10倍，100 算定の際屡々見られる所謂Clumpmgは，私達は安部

信,200倍,500倍のOT,(稀釈はすべてpH7.0 井等'5)に従って白血球4個以上の集合を1Clumping
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と見倣し，有形のものを白血球1個として取扱っ

た．

4血液塗抹標本：白血球数算定と同時に血液塗抹標

本を作り，型の如くギムザ染色を行ってヘモグラム

実験

1．H37Rv株死菌流バラ感作モルモット全

血に於ける白血球溶解現象（第1表）

原液より500倍稀釈に至る迄のOTの添加

で10％以上白血球の減少が認められた．この際

10～200倍稀釈OT添加ll*の減少率が比較的大

きいが，原液及び500倍稀釈の場合と著差はな

い．又白血球の減少率を経時的に観察すると，

1時間値く2時間値く3時間値の傾向が認めら

れた．対照としてOTの代りに生理的食塩水

を添加して行った試験に於ける白血球の減少率

は，1時間値に於て10%を越えなかったが,2

時間，及び3時間値に於ては10%以上を示すも

のが屡々 認められた‘（第1表No.1,No.5,

No.8等）尚OT添加により減少するのは主とし

て中性多核白血球であった．

2．健常モルモット全血に於ける白血球溶解

現象（第2表）

に供した.

50T感作血球凝集反応：小林26)の報告に準じ,各

々のモルモットの心臓穿刺による採取血から血球及

び血清を分離し,OT感作血球凝集反応を行った．

結果

OT添加或は生理的食塩水添加で，何れも10

％以内の白血球の減少率に止り，この間に差が

認められなかった．只No.11では例外的に3時

間値が10%以上(11.2%)を示した．ヘモグラ

ムの変動は何れも著明でなかった．

3．OT感作血球凝集価と白血球減少率の関

係

第1表に示す如く，赤血球凝集価と白血球減

少率との間に平行関係は認められなかった．

4．実験に使用したOTに含まれる石炭酸の

影響（第3表）

私達の用いたOTには0.5%の割に石炭酸を

加えてあるので，石炭酸そのものによる影響を

検討した．結果は第3表に見られる如く，正常

動物及び感作動物の何れの全血に0．5％石炭酸

加生理的食塩水を添加しても，白血球の減少率

は10%以下であった．

総括並びに考按

OT添加による白血球溶解現象を検討するに増すが，対照のOT無添加のものでも2時間或
は，先ずOT添加直後の白血球数を基準とし，は3時間値に於て屡々 10%以上の減少が認めら
一定温度で一定時間放置後，幾何以上の減少率れた．（第1表No.1,No.8)従って時間の
に達したならばこれをOTによる特異的溶解に経過につれて促進する場合の溶解には非特異的
よるものと見倣すかが問題となる．因子も関与していることが考えられる．

OTを添加し37｡Cに1時間放置後の観察で,OTを加える場合，その濃度並びに量に関し
Favour等3),安部井15),貝田16)は10%,川上ては一定の標準がなく,Favour等3),川上12),
12)は5％を限界と定めている．私達の実験で東17)は30倍液，貝田16)は10倍液,Waksmans)
は健常動物でも10％近くの減少が見られた点かは5～20倍液，安部井等15)は240倍液，川原19）
ら,.10%以上の場合，特異的な溶解現象の存在は480倍液として居り，添加量は大体被検液の
を推定してよいのではないかと考える．1/10～1/4容量として居る．全血に原液から500
又Favour等3)は溶解現象は1時間以内に完倍稀釈OTを，全血の1/4容量加えて行った私

了し，その後の変化は少いと述べている．私達達の実験ではその間の減少率に著明な差が兇ら
はOT添加後1時間,2時間及び3時間に検討れなかった．

L’た結果，時間の経過と共に白血球の減少率は血液塗抹標本によって溶解現象を検索するに
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当って，完全に溶解した白血球は標本中に見ら

れない筈であり，又原形質，核が変形している

が猶白血球であることが推察し得る程度のもの

は溶解過程にあるものと考え，算定の対称は一

応正常の形態を止めている白血球のみとした．

その結果は前述の如く,OT添加によって溶解

するのは主として多核白血球であることが観察

された．此の所見はFavour以来の諸家の報

告7),12),16),19)に一致するものである．

OT感作血球凝集反応の凝集価と減少率の間

には一定の関係を見出し得ず，凝集価の高いも

の必ずしも減少率が大きいとは言えない．

Waksman8)は白血球溶解性因子はR6mer反

応，沈降反応,補体結合反応などとは無関係で，

結

正'階モルモット及びH37Rv株死菌流パラ感

作モルモットの全血に，その1/4容量の各種濃

度のOTを添加し直後の白血球数を埜準とし

て,37｡Cに1,2,及び3時間放置後の白血

球の減少率を検討して次の結果を得た．

10T添加後1時間の白血球の減少率は感作

モルモットでは10%を越え，正常モルモット

では10％以内であった．

2添加するOTの濃度が原液より500倍稀釈

に至るまでの間では，白血球の減少率に著差

が認められなかった．

30T添加後1時間,2時間及び3時間と経

時的に観察すると漸次減少率が大となった
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健常モルモット全血に於ける白血球溶解現象第2表
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第3表H37Rv株死菌流バラ感作モルモット全血に於ける白血球溶解現象
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